
特殊建築物の敷地の位置について（郡山市）

議案第２０２２号

資料１
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都市計画区域内においては、卸売市場、火葬場又はと畜場、

汚物処理場、ごみ焼却場その他政令で定める処理施設の用

途に供する建築物は、都市計画においてその敷地の位置が

決定しているものでなければ、新築し、又は増築してはならな

い。

１ 建築基準法第５１条（特殊建築物の位置）

ただし、特定行政庁が都道府県都市計画審議会の議を経て

その敷地の位置が都市計画上支障がないと認めて許可した

場合又は政令で定める規模の範囲内において新築し、若しく

は増築する場合においては、この限りでない。

※特定行政庁：建築基準法を執行する機関(建築主事が置かれている自治体の長）
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建築基準法第５１条に規定する「その他政令で定める処理施設」とは、廃棄物処理
法施行令第５条に規定する『ごみ処理施設』及び同令第７条に規定する『産業廃棄
物処理施設』を指す。

２ 建築基準法施行令で定める処理施設

廃棄物処理法施行令第７条

（第７号）
廃プラスチック類の破砕施設
（１日当たりの処理能力が５ｔを超えるもの）

（第８の２号）
木くず、がれき類の破砕施設
（１日当たりの処理能力が５ｔを超えるもの）
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２ 建築基準法施行令で定める規模の範囲

（第１項第３号チ）
工業専用地域内における廃プラスチック類の破砕施設
（１日当たりの処理能力が６ｔを超えるもの）

（第１項第３号ヌ）
工業専用地域内における木くずの破砕施設
（１日当たりの処理能力が１００ｔを超えるもの）

建築基準法５１条に規定する「政令で定める規模の範囲内」とは、建築基準法施行
令第１３０条の２の３の規定に定める規模である。

建築基準法施行令
第１３０条の２の３
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○都市計画における敷地の位置の
決定又はただし書きによる敷地
の位置に関する許可
・都市計画マスタープランとの整合
・土地利用計画との整合
・都市計画施設との整合
・市街地開発事業との整合

建築基準法
（第51条）

○産業廃棄物処理施設の設置許可
・施設の技術基準
・周辺地域への環境影響
・事業者の技能、経理的基礎 など

廃棄物の処理及び清掃に関する法律
（廃棄物処理法）

産業廃棄物処理施設の設置

郡山市３R推進課において審査

３ 産業廃棄物処理施設の設置に必要な手続き
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基 本 方 針 具 体 的 な 要 件

１ 都市計画マスタープランと
の整合

・市町村都市計画マスタープランの内容と著しく乖
離しないこと

２ 土地利用計画との整合

・市街化調整区域には、原則として設けないこと

・用途地域は、原則として住居系用途地域を避け、
工業系用途地域 とすること
・地区計画等に整合していること

３ 都市計画施設との整合

・道路、公園等の都市計画施設に支障を与えな

いこと

４ 市街地開発事業との整合
・市街地開発事業（土地区画整理事業、市街地再
開発事業等）に整合していること
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４ 建築基準法第５１条ただし書きによる許可の基本方針
≪４つの視点からの都市計画上の支障の有無≫



特殊建築物の敷地

産業廃棄物処理施設
敷地面積Ａ＝6,611.99㎡

５ 特殊建築物の位置 位置図①
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位置図②５ 特殊建築物の位置
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郡山中央工業団地

（都市計画）
区域区分：市街化区域
用途地域：工業専用地域
建ぺい率：６０％
容積率 ：２００％
防火指定：準防火地域

第1種住居地域

準工業地域

工業専用地域

≪特殊建築物の敷地≫
敷地面積 A=６，６１１．９９㎡
産業廃棄物処理施設
・廃プラスチック類の破砕施設
・木くず、繊維くず、紙くずの破砕施設



【設置を予定している会社の概要】
○社 名 株式会社 ログ
○代 表 者 代表取締役 金田 彰
○本社所在地 群馬県太田市西新町１３番地３
○現在の事業 一般廃棄物：再生処理、収集運搬/製紙原料：売買、輸出/

製鉄原料及び非鉄金属：売買、輸出
プラスチック原料：売買、輸出/不動産の売買、賃貸及び管理/総合リース業/
有価証券の運用/
特定労働者派遣事業/事務所、店舗等の企画、設計､管理に関するコンサルタント業務

【設置を予定している産業廃棄物処理施設の概要】
○施設名 株式会社 ログ
○所在地 福島県郡山市字外河原８番４
○用途地域 工業専用地域
○敷地面積 ６，６１１．９９ ㎡
○建物床面積 １，８０８．００ ㎡

【中間処理の概要】
○受入品：建物解体に伴う廃材
○処理の概要：産業廃棄物の種類

廃プラスチック類、木くず、繊維くず、紙くず （付着物のみ：コンクリートがら、鉄くず））
○施設の稼働時間：２４時間
○施設の種類及び処理能力 （建築基準法第51条ただし書き許可に係るもの）

廃プラスチック類（断熱材等）の破砕施設

【２次破砕機】： 519.60ｔ/日 ＞ 6t/日（法の規模）

木くず（木廃材）の破砕施設

【１次破砕機】：1,048.80ｔ/日 ・ 【２次破砕機】： 858.00ｔ/日 ＞100t/日（法の規模）
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６ 事業者の概要



７ 特殊建築物の配置図

10

磁選機
申請建物

市
道
船
場
向
八
作
内
線

計量設備

事務所

ｷｭｰﾋﾞｸﾙ

従業員駐車場

スライド式大型門扉

目隠し防音フェンスH=1800＋RC擁壁H=1000

+0

+800

+900+1000

メッシュフェンスH=1200

RC擁壁H=1000

２次破砕機 １次破砕機

60,
848

108,755

6
0
,8
4
8

搬出入口

12ｍ



12m

市
道
船
場
向
八
作
内
線

：撮影方向 ①

②
③

②

③①

建築予定地

市道北側から見た敷地

11

申請建築物
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敷地南西側から市道東側から見た敷地

建築予定地

８ 現地の状況
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９ 搬出入導線図
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10 処理フロー図



基 本 方 針 支 障 の 有 無

１ 都市計画マスタープランとの整合

当該地は、工業団地内に位置し、市都市計画マスタープランの
方針で「生産機能の維持に努めるとともに、工業拠点として多様な
企業の集積」と位置づけている。上位計画である県中都市計画区
域マスタープランにおいても、「その生産性を維持するとともに、産
業環境の向上に向け必要に応じて都市基盤の整備を推進する」と
されている。
以上から、都市計画マスタープランの内容とは、著しく乖離してい
ないと考えられる。

２ 土地利用計画との整合
当該地は、市街化区域の「工業専用地域」であり、施設の立地を
抑制する地区計画もないことから、土地利用計画との整合が図ら
れていると考えられる。

３ 都市計画施設との整合

当該地は、都市施設としての道路、公園等の指定は無いが、工
業団地の道路幅員は１２ｍから２２ｍの市道が整備されている。交
通処理上支障はなく、新たな都市施設の計画もないことから、都市
計画施設との整合は図られていると考えられる。

４ 市街地開発事業との整合

当該地は、工業団地として道路や区画の整備が完了しており、
多くの工場や事業所等が立地し操業を開始している。
新たな市街地開発事業の計画は予定されていないことから、当
該区域の都市計画と整合は図られていると考えられる。
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11 建築基準法第５１条ただし書きによる許可の基本方針
≪４つの視点からの都市計画上の支障の有無≫


